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は
じ
め
に

学
生
の
多
様
化
と
と
も
に
学
生
の
マ
ナ
ー
・
態
度
に
つ
い
て
語
ら

れ
る
事
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
、〝
近
頃
の
若
い
も
の
は

…
〟
的
な
言
説
も
含
ま
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
言
え

な
い
。
大
学
生
と
し
て
の
学
習
態
度
・
意
欲
や
考
え
方
、
さ
ら
に
価

値
観
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
批
判
さ
れ
る
事
柄
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

他
者
へ
の
思
い
や
り
な
ど
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
学
生
が
問
題
な
の

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
い
る
学
生
も
見
ら
れ
る
。
そ

こ
で
学
生
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
る
に
は
、
学
生
の
マ
ナ
ー

の
違
い
は
何
に
起
因
す
る
の
か
を
考
え
、
そ
の
上
で
学
生
の
マ
ナ
ー

を
教
育
の
問
題
と
し
て
捉
え
学
生
の
マ
ナ
ー
を
育
成
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

一　

問
題
の
背
景

（
一
）
学
生
の
マ
ナ
ー

①
マ
ナ
ー
と
習
慣

挨
拶
の
マ
ナ
ー
、
入
室
の
マ
ナ
ー
と
言
っ
た
時
に
、
お
じ
ぎ
の
角

度
、
握
手
の
握
り
方
、
ノ
ッ
ク
の
回
数
、
声
の
か
け
方
は
…
の
様
に

ス
キ
ル
的
な
角
度
か
ら
考
え
る
の
と
、
お
じ
き
、
握
手
、
ノ
ッ
ク
を

す
る
な
ど
の
習
慣
を
生
じ
た
文
化
的
意
味
か
ら
行
動
規
範
を
考
え
る

〝
学
生
の
マ
ナ
ー
〟を
教
育
の
目
標
と
し
て
考
え
る

　

～
学
生
が
自
立・成
長
す
る
為
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
～

中
村　

博
幸

（
京
都
文
教
大
学
教
授
）
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の
と
両
面
が
存
在
す
る
。
短
期
間
で
学
ぶ
に
は
前
者
が
能
率
的
で
あ

る
が
、
そ
の
文
化
の
中
に
長
期
間
生
活
す
る
に
は
後
者
で
な
い
と
応

用
が
効
か
な
い
。
こ
こ
で
は
後
者
の
立
場
か
ら
〝
学
生
の
マ
ナ
ー
〟

教
育
を
考
え
る
。

②
学
生
文
化
と
学
生
の
マ
ナ
ー

文
化
と
マ
ナ
ー
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。（
詳
し
く
は
後
述
。）

と
こ
ろ
で
学
生
文
化
は
社
会
文
化
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
ま
た
、
社
会
文
化
へ
接
続
可
能
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
で

も
あ
る
。

か
つ
て
学
生
文
化
は
旧
制
高
校
に
代
表
さ
れ
る
正
統
学
生
文
化
が

存
在
し
た
。
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
学
生
文
化
の
中
で
形
成
さ
れ
た
伝

統
的
な
学
生
の
マ
ナ
ー
が
、
現
在
の
学
生
文
化
の
中
で
変
質
ま
た
は

消
滅
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
別
の
新
し
い
学
生
の
マ
ナ
ー
が
生
じ

て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
〝
新
し
い
〟
学
生
の

マ
ナ
ー
を
社
会
の
マ
ナ
ー
に
接
続
す
る
に
は
ど
の
様
な
教
育
が
必
要

で
あ
る
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

③
学
生
の
マ
ナ
ー
と
若
者
の
マ
ナ
ー

一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
、
学
生
文
化
は
さ
ら
に
若
者
文
化
の
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
存
在
し
、
他
の
若
者
文
化
と
明
確
な
差
異
が
あ

り
、
む
し
ろ
対
立
す
る
文
化
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
の
学
生
文
化

は
他
の
若
者
文
化
と
ボ
ー
ダ
レ
ス
に
な
り
、
そ
れ
よ
り
も
、
世
代
間

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
世
代
間
異
文
化
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。（
電
車
内
で
の
化
粧
、
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
や
服
装
な
ど
。）

し
た
が
っ
て
、
学
生
の
マ
ナ
ー
と
若
者
の
マ
ナ
ー
が
混
同
し
て
語

ら
れ
る
事
も
多
く
、
改
め
て
次
の
視
点
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

学
生
の
マ
ナ
ー
だ
か
ら
大
学
で
教
育
す
る
の
か
、
若
者
の
マ
ナ
ー
を

大
学
で
も
分
担
し
て
教
育
す
る
の
か
、
と
い
う
事
で
あ
る
。

（
二
）
社
会
に
お
け
る
基
礎
力

①
社
会
の
構
成

文
化
・
規
範
を

同
一
と
す
る
社
会

全
体
の
構
成
を
図

１
の
様
に
考
え
て

み
る
。
そ
こ
で
の

構
成
員
は
大
き
く

三
分
類
で
き
る
。

ａ
．
成
人

狭
義
の
社
会

（
以
下
、
社
会
）

で
成
員
と
し
て
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を

認
め
ら
れ
る
者

年
ａ．成人

狭義の社会 齢

図１ 社会の構成

c.リタイア（隠居）

b.子ども・学習者

イ 引 退 ・ 退 職

ア 学校など

図１　社会の構成
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ｂ
．
子
ど
も
・
学
習
者

成
員
と
な
る
為
の
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
の
メ
ン
バ
ー

ｃ
．
リ
タ
イ
ア
（
隠
居
）

社
会
か
ら
引
退
し
て
、
悠
々
自

適
の
メ
ン
バ
ー

※
旧
来
の
固
定
型
社
会
で
は
、

年
齢
に
伴
っ
て
単
線
型
で
あ
っ
た

が
、
変
動
系
社
会
で
は
、
上
下
に

行
き
来
し
、
引
退
後
に
ｂ
に
入
る

事
も
あ
る
。

②
社
会
で
必
要
な
力

社
会
の
成
員
と
し
て
認
め
ら
れ

る
に
は
表
１
の
様
な
力
が
必
要
と

な
る
。Ⅰ
は
そ
の
文
化
に
所
属（
生

活
）
し
な
い
と
見
え
な
い
も
の
で

あ
り
、
Ⅱ
は
学
習
に
よ
っ
て
習
得

可
能
で
は
あ
る
が
、
表
面
的
な
知

識
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
文
化

的
背
景
の
方
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
Ⅰ
と
Ⅱ
を
組
み
合
わ

せ
た
上
で
、
実
際
に
課
題
解
決
で
き
る
力
が
Ⅲ
で
あ
る
。

③
学
生
文
化
と
接
続
す
る
社
会
文
化

と
こ
ろ
で
図
１
及
び
表
１
の
具
体
的
内
容
は
、
社
会
（
広
義
）
ご

と
の
文
化
に
よ
り
異
な
る
。
し
か
も
地
域
・
年
代
と
い
っ
た
事
ば
か

り
で
な
く
、
そ
の
社
会
の
公
私
・
職
業
、
社
会
階
層
、
年
齢
と
い
っ

た
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
と
す
れ
ば
、
学
生
が
卒

業
後
に
入
っ
て
い
く
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
社
会
（
大
卒
者
社
会
）
の
文

化
や
マ
ナ
ー
と
学
生
の
文
化
と
の
接
続
が
は
か
ら
れ
る
の
は
当
然
で

あ
る
。

④
文
化
や
マ
ナ
ー
と
接
続
と
し
て
の
学
校

図
１
の
社
会
（
狭
義
）
に
入
る
為
の
〝
教
育
の
場
〟
と
し
て
学
校

が
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
学
校
文
化
・
マ
ナ
ー
は
社
会
文
化
・
マ
ナ

ー
と
深
い
関
連
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
ｂ
学
習
者
（
子
ど
も
）
を
、
一

度
学
校
（
大
学
）
を
通
過
す
る
事
に
よ
り
、
ａ
社
会
成
員
と
す
る
役

目
が
学
生
文
化
・
マ
ナ
ー
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
そ
の
学
生
文
化
・
マ
ナ
ー
と
現
実
の
〝
学
生
〟
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
社
会
の
文
化（
表
１
）

に
は
変
化
が
な
く
、
学
生
の
文
化
の
み
が
変
化
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ

は
当
然
で
あ
ろ
う
。

初
年
次
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
入
学
期
の
教
育
に
は
、
そ
れ

を
改
め
て
教
育
す
る
役
割
が
課
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

表１ 社会(狭義)で必要な力

モラル 道徳 など

Ⅰ .しきたり的 作法 冠婚葬祭、もてなし、会食 など

ルール 交通ルール、法律遵守 など

歴史・地理 名所・旧跡、名物 など

Ⅱ .教養・知識 伝統文化 伝統芸能、祭礼、年中行事 など

風俗・習慣 その社会で用いられている衣食住に関する知識・技能

・地域、地会で活動する力…世話役、長老
Ⅲ .基礎力 行動する力

・｢社会人基礎力｣（経済産業省） など

表１　社会（狭義）で必要な力
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二　

学
生
の
為
の
社
会
へ
の
接
続
教
育

学
生
の
マ
ナ
ー
は
、
学
生
文
化
と
関
係
が
深
く
、
そ
れ
ら
は
大
人

の
社
会
と
関
連
が
深
い
事
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
。

（
一
）
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を
教
育
と
し
て
考
え
る大

学
と
社
会
の
接
続
を

図
２
の
様
に
考
え
る
。
実

線
が
本
来
の
学
生
の
成
長

で
あ
る
。
し
か
し
、
入
学

時
の
現
状
が
○
印
で
あ

り
、
点
線
の
様
に
成
長
す

る
な
ら
ば
、
ど
こ
か
で
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
二
）
様
々
な
教
育

現
在
行
わ
れ
て
い
る
キ

ャ
リ
ア
教
育
や
入
学
期
教

育
を
前
記
の
視
点
か
ら
分

類
し
て
み
る
。

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
︲
１

就
職
対
策
と
し
て
卒
業

学
年
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
社
会
マ
ナ
ー
な
ど
の
教
育
は
、
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
最
後
で
埋
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。（
図
２
右
側

の
＝
線
）

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
︲
２

就
職
へ
の
意
欲
・
動
機
づ
け
の
教
育
。
各
種
の
学
内
講
座
や
職
場

体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
三
年
生
を
中
心
に
、
中
学
年
で

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
と
し
た
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。（
図
２
中
程

の
＝
線
）

③
入
学
期
教
育
（
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
、
初
年
次
教
育
）

大
学
で
の
学
び
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
入
学
期
に
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
て
お
こ
う
と
す
る
教
育
が
こ
れ
に
あ
た
る
（
図
２
左
側
の
＝

線
）。
社
会
人
基
礎
力
の
教
育
な
ど
も
、
こ
の
視
点
に
含
め
る
と
わ

か
り
や
す
い
。

（
三
）
初
年
次
教
育
の
三
種
類

学
生
の
文
化
・
マ
ナ
ー
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
視
点
で
初
年
次
教
育（
演

習
）
を
分
類
し
て
み
る
。
東
京
大
学
教
養
学
部
「
基
礎
演
習
」
テ
キ

ス
ト
の
『
知
の
技
法
』
が
出
版
さ
れ
た
の
が
一
九
九
四
年
で
あ
る
。

こ
の
頃
か
ら
「
初
年
次
演
習
」
が
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
登
場
し
、

テ
キ
ス
ト
も
出
版
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。

難
易
度
中
程
度
の
大
学
を
中
心
に
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
資
料
の
取

り
扱
い
、
発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
っ
た
、
学
習
ス
キ

社会の文化
・マナー

学生の文化・マナー

現状 （→は学生の成長）

ｔ
入学時 卒業時

図２ 学生と社会の接続図２　学生と社会の接続
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ル
が
取
り
扱
わ
れ
る
。し
か
し
低
難
易
度
大
学
で
は
授
業
の
受
け
方
、

学
生
生
活
の
過
ご
し
方
と
い
っ
た
内
容
が
多
く
な
る
。
こ
れ
は
あ
る

べ
き
学
生
文
化
（
マ
ナ
ー
）
と
現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
に
よ
り
、

と
り
あ
え
ず
教
え
る
べ
き
内
容
が
異
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
ギ

ャ
ッ
プ
の
少
な
い
で
あ
ろ
う
高
難
易
度
大
学
で
あ
る
東
大
の
『
知
の

技
法
』
で
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
な
ど
学
問
へ
の
認
識
・
視
点
を
中
心
に
、

知
の
ゆ
さ
ぶ
り
に
終
始
し
て
い
る
。

つ
ま
り
初
年
次
教
育
（
演

習
）
は
、
社
会
文
化
（
マ
ナ

ー
）
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
る
学
生
文
化
（
マ
ナ
ー
）

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
の

度
合
に
応
じ
て
行
わ
れ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
学
生
の
マ
ナ
ー
や
社

会
と
の
接
続
を
教
育
と
し
て

考
え
る

こ
こ
ま
で
見
て
く
る
と
学

生
の
マ
ナ
ー
教
育
や
社
会
と

の
接
続
教
育
は
、
実
は
学
生

文
化
へ
の
適
応
を
さ
せ
る
教

育
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
で
は
教
育
目
標
を
ど
こ
に
お

け
ば
よ
い
の
か
。

ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
い
場
合
は
学
生
文
化
（
マ
ナ
ー
）
に
つ
い
て
考

え
方
・
価
値
観
か
ら
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
。（
図
三
）

多
く
の
大
学
で
、
も
う
一
度
学
生
文
化
（
マ
ナ
ー
）
の
教
育
を
根

本
か
ら
見
直
す
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三　

具
体
的
な
教
育
方
法
の
提
案

（
一
）
学
生
と
し
て
の
成
長
・
自
立
の
場
の
教
育

〝
社
会
〟（
図
１
）
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
学
生
の
マ
ナ
ー
・
学
生

の
文
化
・
大
学
の
学
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
教
育
す
る
（
又
は
学

ぶ
）
事
で
は
な
い
。
教
育
目
標
は
ト
ー
タ
ル
に
〝
学
生
（
身
分
上
）

〟
が
〝
学
生
（
実
質
上
）〟
に
な
る
事
と
考
え
ら
れ
る
。

①
教
育
の
目
的

学
生
が
知
識
と
し
て
学
ぶ
事
で
は
な
い
。（
こ
の
こ
と
が
教
育
評

価
の
難
し
さ
に
つ
な
が
る
。）
学
生
の
文
化
、
マ
ナ
ー
に
基
づ
い
て

社
会
人
基
礎
力
的
な
行
動
や
課
題
解
決
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
学
生
が
自
己
学
習
や
応
用
と
し
て
の
課
題
解
決
を

行
な
う
為
の
場
の
提
供
や
サ
ポ
ー
ト
が
、
教
育
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
ろ

う
。
完
全
に
自
立
す
る
事
を
目
標
と
し
た
上
で
最
初
は
な
ぞ
り
学
習

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。
つ
ま
り
足
場
や
仮
屋
が
な
る
べ
く
早
く

図３ 学生文化・マナーの教育

考え方・価値観

テクニック・課題解決力

ハウトゥ・現象的

図３　学生文化・マナーの教育
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外
れ
る
事
を
考
え
な
が
ら
、
最
初
は
手
取
り
足
取
り
で
様
々
な
指
導

が
行
わ
れ
る
。

②
教
育
の
内
容

ａ
第
一
ス
テ
ッ
プ
（
レ
ク
チ
ャ
ー
）

社
会
の
フ
レ
ー
ム
（
図
１
）
と
社
会
で
必
要
な
力
の
存
在
（
表
１
）

及
び
必
要
な
力
の
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
意
味
を
説
明
す
る
。
そ
の
上
で
、

社
会
人
の
文
化
と
学
生
文
化
の
関
係
性
を
説
明
す
る
。

ｂ
第
二
ス
テ
ッ
プ
（
レ
ク
チ
ャ
ー
）

学
生
文
化
の
内
容
と
学
生
の
基
礎
力
の
内
容
を
、
グ
ル
ー
プ
討
議

や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
考
え
さ
せ
る
。

ｃ
第
三
ス
テ
ッ
プ
（
演
習
）

Ⅲ
（
基
礎
力
）
を
身
に
つ
け
る
為
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
演
習

又
は
授
業
外
学
習
や
課
外
活
動
な
ど
を
通
じ
て
実
践
を
行
な
う
。
Ⅱ

（
教
養
・
知
識
）
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
伝
統
的
学
生
文
化
に
つ
い

て
語
る
よ
り
も
、
Ⅱ
（
教
養
・
知
識
）
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
そ
れ

の
入
口
部
分
と
し
て
の
学
生
の
教
養
・
知
識
と
は
何
か
程
度
に
留
め

る
。
Ⅰ
（
し
き
た
り
的
）
に
つ
い
て
は
、
大
学
内
に
学
生
文
化
が
存

在
し
そ
の
中
で
生
活
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
身
に
つ
い
て
い
く
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ポ
ー
ト
教
育
は
Ⅲ
（
基
礎
力
）
の
育
成
が

中
心
に
行
わ
れ
る
。
演
習
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
協
同
学
習
、
協
調
学
習
な
ど
が
効

果
的
で
あ
ろ
う
。

③
教
育
の
場
面

学
生
の
文
化
・
マ
ナ
ー
が
改
め
て
教
育
と
し
て
必
要
だ
と
い
う
こ

と
は
、
彼
ら
が
今
ま
で
に
持
っ
て
い
る
（
生
徒
）
文
化
や
価
値
観
か

ら
の
転
換
が
必
要
だ
と
い
う
事
で
も
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
自
己
学

習
に
よ
る
熟
成
を
考
え
る
と
、
時
期
は
大
学
入
学
後
の
少
し
で
も
早

い
時
期
で
あ
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
（
図
２
左
側
の
＝
線
）。

し
た
が
っ
て
、
学
生
の
文
化
・
マ
ナ
ー
教
育
は
、
初
年
次
教
育
の

教
育
目
標
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
実
践
に
あ
た
っ
て

実
際
の
教
育
は
各
大
学
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

ス
タ
イ
ル
も
異
な
る
（
演
習
の
ス
タ
イ
ル
も
同
様
）。（
文
献
（
一
））

こ
こ
で
は
筆
者
が
手
が
け
た
実
践
（
複
数
大
学
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
初
年
次
演
習
を
通
し
て

初
年
次
教
育
の
中
で
、
社
会
で
必
要
な
力
の
Ⅲ
（
基
礎
力
）
の
教

育
に
関
し
て
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
初
年
次
演
習
が
中
核
と
な

る
。
具
体
的
な
内
容
は
、
各
大
学
の
状
況
に
応
じ
て
、
文
章
表
現
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
討
論
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
大
学
で
学
ぶ

為
の
基
礎
を
包
括
的
に
学
ぶ
く
く
り
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
前

述
の
初
年
次
演
習
の
モ
デ
ル
の
中
で
は
、
難
易
度
中
程
度
の
大
学
を

想
定
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
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大
切
な
事
は
、
初
年
次
演
習
の
二
単
位
（
あ
る
い
は
四
単
位
）
の

授
業
内
で
完
結
し
評
価
で
き
る
内
容
を
教
育
す
る
事
で
は
な
い
。
ま

た
あ
る
科
目
へ
の
接
続
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
特
定
領
域
へ
の
接
続

を
意
識
す
る
の
で
は
な
く
、
大
学
の
学
習
へ
の
動
機
づ
け
、
学
生
の

文
化
、学
生
の
マ
ナ
ー
の
必
要
性
の
喚
起
を
目
的
と
す
る
事
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
固
定
的
内
容
で
は
な
く
、
数
年
毎
の
改

訂
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
は
入
学
す
る
学
生
の
状
況
が
変
化
す
る
為
で

あ
る
（
図
２
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
程
度
）。
常
に
現
在
の
学
生
モ
デ
ル
に

基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

初
年
次
演
習
の
開
講
形
態
に
つ
い
て
は
、
文
献
（
二
）
な
ど
を
参

照
し
て
欲
し
い
。

②
研
究
室
の
自
主
ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ

大
学
の
各
研
究
室
に
は
、
履
修
登
録
を
行
っ
た
正
規
の
ゼ
ミ
生
の

他
に
、
教
員
と
の
個
人
的
な
つ
な
が
り
や
、
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
に

関
心
を
持
つ
学
生
な
ど
の
何
と
な
く
研
究
室
を
構
成
す
る
学
生
も
存

在
す
る
。
図
２
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
少
な
け
れ
ば
、
正
規
の
ゼ
ミ
生
と
そ

れ
以
外
の
学
生
グ
ル
ー
プ
の
学
生
文
化
・
学
生
マ
ナ
ー
は
一
致
す
る
。

ま
た
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
場
合
も
一
般
に
後
者
の
方
が
ギ
ャ
ッ
プ

の
度
合
い
が
少
な
い
。
そ
こ
で
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
意
図
的
に
学
生

文
化
形
成
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
（
文
献
（
三
））。
こ
れ
を

自
主
ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
目
的
は
、
学
生
文

化
の
参
照
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
で
あ
る
。

③
初
年
次
演
習
と
自
主
ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
の
役
割

社
会
（
狭
義
）
で
必
要
な
力
の
Ⅲ
（
基
礎
力
）
に
つ
い
て
は
、
初

年
次
演
習
の
教
育
効
果
が
大
き
く
、
Ⅰ
（
し
き
た
り
的
）
に
つ
い
て

は
自
主
ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
の
教
育
効
果
が
大
き
い
。
特
に
自
主
ゼ
ミ
グ

ル
ー
プ
で
の
学
生
文
化
の
育
成
が
成
功
す
れ
ば
、
大
学
内
の
他
の
場

面
で
の
リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
活
動
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
初
年
次
演
習
の
Ｔ
・
Ａ
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
学
生
と
し
て

の
活
用
が
可
能
と
な
る
。
筆
者
の
実
践
の
中
で
、
卒
業
生
が
、
図
１

の
社
会
の
中
で
自
立
し
て
課
題
解
決
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
も
多

く
見
受
け
ら
れ
た
。

四　

ま
と
め

学
生
の
マ
ナ
ー
は
学
生
の
文
化
に
関
係
が
深
い
事
、
ま
た
一
見
、

関
係
な
く
思
わ
れ
る
社
会
と
の
関
わ
り
も
深
い
と
い
う
考
え
方
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
学
生
の
マ
ナ
ー
を
教
育
と
し
て
行

う
こ
と
は
、
大
学
の
学
習
の
為
の
初
年
次
教
育
を
行
う
事
に
つ
な
が

る
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。

し
か
し
、
社
会
そ
の
も
の
が
固
定
型
か
ら
変
動
型
に
な
り
つ
つ
あ

る
時
、
教
え
る
べ
き
学
生
の
マ
ナ
ー
と
は
何
な
の
か
も
あ
わ
せ
て
考
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え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
ぐ
に
役
立
つ
ハ
ウ
ト
ゥ
で
は
な
く
、
彼
ら
が

社
会
で
活
動
す
る
数
十
年
後
に
役
立
つ
事
を
視
野
に
入
れ
た
学
生
の

マ
ナ
ー
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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